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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：RCC1/Ran-GTPase経路に関与する。TNF-αシグナル伝達経路において直接的な役割を果たし、細胞死を誘導する可能性がある。また、TNF-α機能阻害因子であるアデノウイルスE3-14.7Kの細胞標的として作用し、細胞死に影響を与える可能性がある。グアニンヌクレオチド結合活性を有するが、内因性GTPase活性は検出されない。,類似性：GTR/RAG GTP結合タンパク質ファミリーに属する。,細胞内局在：主に細胞質内に存在する。結合ヌクレオチドの状態に応じて、細胞質と核の間を移動する可能性がある。生体内ではアデノウイルスE3-14.7Kと共局在し、主に細胞質、特に核膜付近に存在し、また細胞膜上またはその付近には不連続な焦点を形成します。,サブユニット:ホモ二量体として存在する場合もあれば、配列非依存的にRRAGCまたはRRAGDとヘテロ二量体を形成する場合もあります。GTPに結合します。GTP結合型のRRAGAはNOL8と相互作用します。アデノウイルスE3 14.7 kDaタンパク質と相互作用します。,組織特異性:普遍的に発現し、骨格筋、心臓、および脳で最も高いレベルで発現します。,機能:RCC1/Ran-GTPase経路に関与します。細胞死の誘導につながるTNF-αシグナル伝達経路に直接関与している可能性があります。グアニンヌクレオチド結合活性を有するが、内因性GTPase活性は検出されない。,類似性：GTR/RAG GTP結合タンパク質ファミリーに属する。,細胞内局在：主に細胞質内に存在する。結合したヌクレオチドの状態に応じて、細胞質と核の間を往復する。生体内では、アデノウイルスE3-14.7Kと共局在し、主に細胞質、特に核膜近傍に局在し、細胞膜上またはその近傍には、特定の場所に局在する。,サブユニット：ホモ二量体として存在する場合もあれば、RRAGCまたはRRAGDと配列非依存的にヘテロ二量体を形成する場合もある。GTPに結合する。GTP結合型のRRAGAはNOL8と相互作用する。アデノウイルスE3 14.7 kDaタンパク質と相互作用する。,組織特異性：普遍的に発現し、骨格筋、心臓、脳で最も高い発現レベルを示す。,
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	RRAGA/B抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	RRAGA/B 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	1：1000に希釈したRag A/Bポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	Rag A/Bポリクローナル抗体（1：1000希釈）を用いたHepG2細胞のウェスタンブロット解析
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

